
ＣＯ２削減、省エネへ
　
主
な
温
室
効
果
ガ
ス

Ｇ
Ｈ
Ｇ

で
あ
る
二
酸

化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
削
減
と
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
に
向
け
て
、
工
業
炉
の
更
新
が
産
業
界
で

進
ん
で
い
る
。
工
業
炉
の
安
全
な
ど
に
関
し
て

は
、
国
際
標
準
化
機
構

Ｉ
Ｓ
Ｏ

が
国
際
規
格

を
検
討
し
て
お
り
、
２
０
１
２
年
６
月
に
新
し
い

国
際
規
格
が
発
行
し
た
。

工
業
炉
の
更
新
進
む

塗
装
の
品
質
向
上
２
列
２
炉
を
選
択乾燥炉から出てきたドラム缶

（日鉄ドラム相模原工場）

２列２炉の乾燥炉の入口（日鉄ドラム相模原工場

国
際
規
格
、
日
本
が
主
導
安
全
性
・
性
能
評
価
な
ど
検
討

　　 ２０１２年 平成２４年 ８月２４日 金曜日 【広告特集】 （ ）

　
日
本
が
主
導
し
て
工
業
炉

の
国
際
規
格
づ
く
り
が
進
ん

で
い
る
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
は
こ
れ
ま

で
各
国
で
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ

た
工
業
炉
関
連
の
規
格
を
ま

と
め
る
た
め
、
「
工
業
炉
及

び
関
連
設
備
」
の
技
術
専
門

委
員
会

Ｔ
Ｃ
２
４
４

を

年
５
月
に
新
設
し
た
。

　
こ
の
技
術
専
門
委
員
会
は

工
業
炉
に
お
け
る
最
先
端
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
安
全
技
術

を
開
発
し
て
い
る
日
本
か
ら

の
提
案
に
よ
っ
て
実
現
。
安

全
性
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

ど
の
性
能
の
国
際
規
格
を
検

討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
Ｔ
Ｃ
２
４
４
は
各
国
の
提

案
を
受
け
て
、
傘
下
に
六
つ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
て
い
る
。

年
２
月
に
工
業
炉
全
般
の

安
全
規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
１
、

燃
焼
お
よ
び
燃
料
取
り
扱
い

に
関
す
る
安
全
規
格
を
扱
う

Ｗ
Ｇ
２
、
工
業
炉
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
効
率
の
評

価
方
法
に
関
す
る
規
格
を
扱

う
Ｗ
Ｇ
３
を
設
置
。
続
い
て

年

月
に
用
語
を
扱
う
Ｗ

Ｇ
４
、

年

月
に
制
御
シ

ス
テ
ム
の
中
の
安
全
に
関
す

る
規
格
を
扱
う
Ｗ
Ｇ
５
と
雰

囲
気
炉
に
関
す
る
規
格
を
扱

う
Ｗ
Ｇ
６
が
で
き
て
い
る
。

　
Ｗ
Ｇ
１
に
つ
い
て
は
、

年
６
月
１
日
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３

５
７
７
―
１
と
し
て
国
際
規

格
が
発
行
に
な
っ
た
。
Ｗ
Ｇ

３
に
つ
い
て
は
最
終
段
階
に

あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
５
７
９

―
１
、
同
―
２
、
同
―
３
、

同
―
４
と
し
て
、

年
中
に

発
行
さ
れ
る
見
込
み
だ
。

　
Ｗ
Ｇ
２
は
委
員
会
原
案

Ｃ
Ｄ

投
票
が
終
わ
っ
て

お
り
、
日
米
欧
の
関
係
者
で

行
わ
れ
て
い
る
協
議
な
ど
を

経
て
、
国
際
標
準
原
案

Ｄ

Ｉ
Ｓ

投
票
に
進
む
見
込

み
。
Ｗ
Ｇ
４
は
Ｄ
Ｉ
Ｓ
の
投

票
中
。

　
Ｗ
Ｇ
５
、
Ｗ
Ｇ
６
に
つ
い

て
は
専
門
家
に
よ
る
作
業
原

案

Ｗ
Ｄ

の
作
成
段
階
に

あ
る
。

　
ま
た
、
Ｔ
Ｃ
２
４
４
の
第

４
回
全
体
会
議
が

年

月

―

日
に
京
都
市
内
で
開

か
れ
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
ど
う
進
め
て
い
く

か
な
ど
を
決
め
る
こ
と
に
な

る
。

　
工
業
炉
は
石
油
系
液
体
燃

料
や
ガ
ス
、
電
気
、
石
炭
、

コ
ー
ク
ス
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
源
を
大
量
に
消
費
す
る
た

め
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
工
業
炉
を
用
い
る
鉄

鋼
、
非
鉄
金
属
、
ガ
ラ
ス
製

造
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

型
産
業
で
は
、
企
業
の
環
境

意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
環
境

負
荷
を
低
減
す
る
燃
料
転
換

や
、
製
造
工
程
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
を
進
め
て
い
る
。

　
新
日
本
製
鉄
の
完
全
子
会

社
で
、
鋼
製
ド
ラ
ム
缶
メ
ー

カ
ー
の
日
鉄
ド
ラ
ム

東
京

都
江
東
区

は
、
燃
料
転
換

を
伴
う
工
業
炉

乾
燥
炉

の
更
新
で
、
環
境
負
荷
が
少

な
い
天
然
ガ
ス
の
利
用
に
よ

る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
、
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
具
体
的
に
は

年

月

日
か
ら

年
１
月
９
日
ま
で

の
短
期
間
で
、
ド
ラ
ム
缶
を

製
造
し
て
い
る
相
模
原
工
場

相
模
原
市
緑
区

内
の
乾

燥
炉
を
高
効
率
機
種
に
更

新
。
灯
油
か
ら
都
市
ガ
ス
に

燃
料
転
換
し
、

年
１
月

日
に
操
業
を
始
め
た
。

　
ド
ラ
ム
缶
の
外
観
を
重
視

す
る
顧
客
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
た
め
、
ド
ラ
ム
缶
塗
装
の

品
質
向
上
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
。
燃
料
費
の
削
減
も
求

め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、

設
備
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

重
な
っ
た
。
環
境
管
理
・
監

査
の
国
際
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４

０
０
１
の
認
証
を

年
８
月

に
取
得
し
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
テ
ー
マ
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
更
新

の
決
め
手
に
な
っ
た
。

　
同
社
は
今
回
の
更
新
に
あ

た
り
、
品
質
安
定
の
た
め
に

乾
燥
炉
内
に
お
け
る
ド
ラ
ム

缶
の
流
し
方
を
見
直
し
た
。

従
来
は
一
つ
の
炉
内
を
二
つ

の
ド
ラ
ム
缶
が
並
ん
で
移
動

す
る
「
２
列
１
炉
」
だ
っ

た
。
そ
れ
を
ゆ
っ
く
り
、
じ

わ
じ
わ
と
乾
燥
さ
せ
る
た
め

に
速
度
を
半
分
に
落
と
し
て

移
動
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
時
ド
ラ
ム
缶
２
缶
が
並

ん
で
移
動
す
る
炉
を
横
２
列

に
し
た
「
２
列
２
炉
」
と
、

一
つ
の
炉
に
ド
ラ
ム
缶
４
缶

が
並
ん
で
移
動
す
る
「
４
列

１
炉
」
の
ど
ち
ら
を
施
工
す

る
か
で
議
論
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
放
熱
ロ
ス
や
熱
風

の
調
整
し
や
す
さ
、
操
業
の

立
ち
上
げ
時
間
の
早
さ
な
ど

か
ら
、
２
列
２
炉
を
選
択
し

た
。

　
こ
の
更
新
で
、
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
の
削
減
率

％
と
、
乾

燥
炉
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
５

・
８
％
を
実
現
し
た
。
今
後

は
千
葉
工
場

千
葉
県
市
原

市

の
工
業
炉
の
更
新
に
着

手
す
る
方
針
だ
。


